






















































































































現代では、上の a ・ b のような表現の場合、女性は、 「かな j の代わりに「かしら」を
使うことが多い。この「かしら」の方は、 「かな」に比べると、かなりフォーマルな会話
にも用いられ、 c のようなものは、女性の上品な言い方とされる。

















































上の例文のうち、 a ・ b は、女性専用の、上品な言い方である。しかし、最近の若い女














a や b のように「ぜ」・「ぞ」は、男性の仲間うちの会話に限られ、上品なものとはさ
れない。特に「ぜ」には、乱暴な語感が伴う。敬体・敬語とは共存しうるが、 c のような
用法は、年輩の男に限られる。
また、 「わ」は、 d のように、軽い上昇調のイントネーションを伴って、女性の聞で使
われ、これは、日常会話だけでなく、かなりフォーマルな場合にも現れる。もちろん、 e




g の「よ J は、男性の仲間のうちの聞で用いられるもので、下降調のイントネーション
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